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ひとかけらの勇気 

 

副校 長  石津 孝 介  

 

布田小学校では、開校当時から引き継がれる

「梅の心」があります。その心は、「知恵と勇

気とやさしさと」。ご家庭ではきっと、お子さ

んに様々な働きかけをして子どもたちの知恵

と勇気とやさしさを育んでいらっしゃること

と思います。学校でも教職員一同、子どもたち

の知恵と勇気とやさしさを育てるため、様々な

取組にチャレンジしています。先日、私は全校

朝会で子どもたちに、「勇気を出して取り組ん

でみよう。」という話をしました。 

私は、学習もスポーツも生活も、勇気がいる

ことばかりだと思っています。なぜなら、うま

くいく保証がないからです。学習なら、今まで

知らなかったこと学びます。テストで６年間ず

っと満点ということはありません。スポーツだ

って、新しく身に付ける技術がありますし、勝

負事なら相手があることなのでいつも勝てる

とは限りません。学校生活だって、入学式のあ

の日は、どの子どもも「学校は楽しいのかな。」

と不安でドキドキしていたに違いないのです。

そんなとき、誰もが「間違えたらどうしよう。」

「負けたくないからやめよう。」「誰か助けて

ほしいな。」という思いに駆られるものです。 

その思いを打ち破り、行動を起こすために必

要なものが「勇気」なのだと思います。勇気が

あれば、考えたこともない楽しい経験と成長が

できます。勝負事も、全力で取り組み、勝つ喜

びを味わうことができます。入学式の日だっ

て、「家や幼稚園・保育園から離れて頑張るぞ。」

と勇気を出して登校し、素敵な思い出にしたの 

 

です。勇気は、子どもたちが行動を起こすため

の素敵なエネルギーだと思います。逆に、ここ

で勇気が出なかったら、学習もスポーツも生活

も取り組めないのだと思います。 

最近、「この子は不安に駆られて勇気が出せ

ないのかなあ。」と思うことが増えてきました。

「できないからやりたくありません。」「負け

るってわかっているからやだ。」「とにかくや

りたくない。」・・・何か勇気が出ない理由が

あるのでしょうか。ここで大人が「できないと

は何だ！」「負けるの嫌ならやめてしまえ！」

「やりたくないじゃない！」と言えば、勇気を

出すどころかさらに委縮してしまうのは、容易

に想像できるところです。 

もし何かに不安がっている子どもを見つけ

たら、私は笑顔で「失敗してもいいよ。」「間

違えたら次に間違えないようパワーアップす

ればいいんだよ。」「負けても次に勝つための

作戦を立てたら合格なんだよ。」「心配だろう

けど、きっと大丈夫。」と言ってあげたいと思

います。それで行動できるかどうかはわかりま

せん。けれど、少しでも勇気が出るような言葉

をかけてあげたいと思います。また、そんな言

葉をかけ続ける自分を見せて、子どもたちの勇

気を育てていきたいと思うのです。 

私たち布田小学校は、勇気を出して頑張って

いる子のことも、勇気が出せなくて困っている

子のことも応援します。そして、子どもたちに

「ひとかけらの勇気」を渡し、何事にもチャレ

ンジする人に成長することを願っています。
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令和 4 年度 6 年生日光移動教室 

～自然と文化・歴史との触れ合い、仲間との思い出作り～ 

夏休み明け翌日の８月３０日から９月１日までの二泊三

日で、日光移動教室に行ってきました。奥日光を中心とした

自然と文化・歴史に触れることができ、6 年生としてよい良

い思い出となりました。 

1 日目は、華厳の滝の見学と日光彫の体験、キャンプ

ファイヤーを行いました。華厳の滝は雨には降られな

いものの、奥日光の霧によって音と雰囲気を味わう見

学となってしまいましたが、子供たちはしっとりとし

た冷たい空気の中で、厳かに佇む滝の様子を味わって

いるようでした。日光彫では事前に考えてきた下絵を

もとに、講師の先生に教わったは刃物さばきで世界に

一つだけの作品作りができました。キャンプファイヤ

ーは夕暮れ時の湖畔で行いました。火の神の点火から、

知恵と勇気とやさしさの灯がともり、ゲームを通して

楽しく過ごすことができました。食事やお風呂、部屋で

の活動など、日頃は関わらない夜の時間帯での活動を

子供たちはとても楽しんでいました。 

 2 日目の午前中は、ハイキング。小田代ヶ原を散

策し、様々な自然と出会いながら歩きます。午後

は、中禅寺湖を優雅に望む遊覧船で奥日光の奥深

い自然を満喫しました。夏の奥日光は涼しく、過

ごしやすい気候で自然を堪能した二日目でした。 

 いよいよ最終日の 3 日目は歴史との出会い。日

光東照宮を中心とした徳川家ゆかりの地で歴史を

学びました。厳かな雰囲気に彩られる社の佇まい

に触れて、歴史の奥深さと今に残る伝統ある美し

さに触れることができました。 

 お土産も購入し、まだまだ帰りたくない気持ち

を振りきって帰路につきました。 



 今回の日光のスローガンは「協力して取り組み、楽しい思い出となる移動教室にしよう」でした。

子供たちの考えの中で決めたこのスローガンにあるように、一人一人が協力し、助け合いながら楽

しい思い出作りができたように思います。協力するといっても、日頃は様々な家庭環境で価値観も

習慣も一人一人違います。それでも、折り合いをつけて取り組むことができたのは、相手の気持ちや

考えを尊重し、互いに認め合うことを大切に過ごすことができていたからだと思います。これから

の学校生活でも今回の成長はたくさんの場面で生かされると思います。卒業に向けて、協力しつつ、

最高学年としてのリーダーシップを発揮しながら過ごしていきたいと思います。 




